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１． はじめに 

1.1 背景 

高専では『ものづくり基礎工学』や『プログラ

ミング言語』など，プログラミング未経験者の学

生でも取り組みやすいカリキュラムが組まれてい

る．前者はプログラミングの機会を増やし，後者

は学習教材の説明を簡略化することで，未経験者

の学習意欲をより向上させることができると思わ

れる．そこで本研究では，上記の二点を前提に高

専新入生向けの教材を作成する．説明やサンプル

プログラムを必要最低限に絞ってプログラミング

初心者でも読みやすくし，学習になじみやすくす

る．さらに穴埋め形式よりも実際にプログラムを

記述する問題を充実させて，理解力と定着力の強

化を図る． 

1.2 開発方針  

情報通信研究室（田中研）では 10 年ほど前から

プログラミング教材の開発を行っており、昨年度

の卒業研究[1]では，小学生を対象とした穴埋め形

式のプログラミング教材が開発されている．本研

究では Web アプリケーションの開発や基礎的な

説明について，この先行研究を基にして開発して

きた．今年度は高専新入生を対象にしてレベルや

何度を高めるため，数字や関数名を穴埋めするだ

けではなく，条件を満たすプログラム全体を学生

自身が考えて書く教材を作ることにした． 

 

２．プログラミング教材の構成 

2.1 教材の概要 

 本研究では高専新入生向けに，Python による

Web アプリケーション型のプログラミング教材の

開発を行う．教材は基礎と応用に分け，基礎編で

は変数や文字出力，処理の繰り返しなど，プログ

ラミングにおける基本的な構文について学ぶ．そ

して演習問題では例をまねて短いプログラムを書

き，実行結果を確かめて理解を深めるという流れ

である．一方，応用編では完全な初心者ではなく

ても飽きずに取り組めるように，基礎の知識を組

み合せて短いプログラムを書かせるようにする．

具体的には関数を作成したり，指定した動作をす

るプログラムを学生自身が考えて書くといった内

容である．この基礎と応用による二編構成により，

プログラミング経験者・未経験者に関係なく，個

人のペースに合わせた難度で学習できる教材を作

ることが目的である． 

2.2 シラバスの作成 

教材を用いた学習の目標と内容を明確にするた

め，図 1 のシラバスを作成した．目標はプログラ

ミングへの興味を惹くことと，今後の学習へのサ

ポートとなることである．学習内容は，基礎編が



変数，文字出力，四則演算，ループ(for，while)，

条件分岐，配列についてであり，応用編が関数，1

章に述べた「条件を満たすプログラムを学生自身

が考えて」書く発展問題で，オプションとして[2]

等を参考にして AI を取り入れた要素の実装も設

計を始めた．また，共同研究者の Raspberry PI を

用いたモータの制御もある． 

 

図 1：シラバスの一部抜粋 

2.3 学習のなじみやすさの検討 

説明の文章やサンプルプログラムが多いと，読

むこと自体に抵抗を持ち意欲を失くしてしまう学

生がいる．また，この教材はあくまで新入生向け

であり難しい詳細に触れる必要までは無いため，

説明文を極力簡潔にしてサンプルプログラムを大

きく表示させて，視覚的にもわかりやすくなるよ

うに設計を進めている(図 2)．説明と併せて演習問

題として，実際にプログラムを書く欄と実行結果

を表示させる欄を設け，適宜説明を参照しながら

問題に取り組めるようにしている．さらに問題で

書いたプログラムを実行させると，解説や注意す

るべきポイントなどが入力された解答に応じて表

示されるように実装する．様々な素材を扱えるよ

図 2：教材の一部抜粋 

うに共同研究の形で進めていて，最終的には一つ

のシステムにまとめる予定である． 

 

３．先行研究の動作確認 

先行研究である小学生向けプログラミング教材

が問題なく動作することを確認した．図 3 はその

プログラムの一部抜粋である．主に基礎編ではこ

れを基にして実装するが，今年度は数値や関数名

などすべてを空欄にすることでプログラム全体を

書かせるように実装するため，この部分にも改良

を加える．また，配列や関数といった内容を新た

に追加しているため，問題の量も増やす予定であ

る， 

 

図 3：先行研究の足し算を教えるプログラム 

 

４．まとめ 

 本研究は，Raspberry PI によるモータ制御の教

材を作製している小泉夏椰さんと共同で行ってい

る．これまでに，先行研究の動作を確かめ，教材

内の説明文や問題が高専新入生に合わせたレベル

になるように変更および追加した．今後は教材の

設計を行う中で，問題について想定される正答や

誤答へ適切に対応できるように実装する．その後

サンプルプログラムを用意する等して実際に学生

に使用してもらい，動作確認すると共にフィード

バックをしてもらう予定である． 
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